
➢ ミャンマー人にとって馴染みがあり、かつ児童の発達段階に応じた活動の提供や、課題をうまく達成出来ない児童への対応方法等の指導書へ
の記載により、これまで体育の授業を行ったことがない教師でも指導が出来るようなった。

➢ 現職教員向け新カリキュラム導入研修の実施教員研修に体育のデモンストレーション演習を含めることで、これまで体育の授業を行ったことが
なく、また自身も小学生の頃に体育の授業を経験していない教師の指導能力が向上した。

❶スポーツへのアクセス向上～ソフトインフラ～

国内「JICA海外協力隊OVによる国際協力出前講座」 実施中(２０２３年９月現在）

写真

国際協力出前講座の様子

背景/課題

開発途上国の実情や日本との関わりに関する情報へのアクセスは限られていることから、実際に
開発途上国の現場での活動経験がある講師からの話は貴重な体験となる。

目的

➢ 開発途上国の実情と日本との関わりを伝える。

➢ 同じ地球に暮らす市民として途上国の問題を自らの問題として捉え、自分にできることを考え
自発的に行動する姿勢を促す。

活動内容

➢ 開発途上国の現状を知り、国際協力の必要性を理解していただくため、「JICA国際協力出前講
座」を実施。開発途上国で国際協力に携わってきたJICA海外協力隊のOB・OGなどを講師と
して、学校等を中心に紹介している。

成果

➢ 体育・スポーツ隊員が講師として、多くの学校や機関、イベント等で開発途上国での体育・スポーツの経験、国際協力、日本の援
助（ODA）、JICAの事業、任国での暮らしなどを紹介している。
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